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「学校制度における参加に関する法律J C以下 I学校参加法j とする〉の施行結果に対する関係
者の評価をまとめた 2 冊の報告書が出された。~学校経営研究』第 12巻では， このうちの i冊であ
る『学校参加法に関する経験報告J CErfahrungsbericht zum Schulmitwirkungsgesetz)を紹介し
fこO
本稿では，引き続いて， もう一冊の報告書『施行段階における学校参加一一父母，教員，生徒へ
のアンケートの評価J CSchulmitwirkung auf dem PrUfstand 一一一一-Auswertungeiner Umfrage 






































6. 5. 1 学校会議の有効性
6. 5. 2 授業の問題における父母と生徒の関与
- 96 -
6. 5. 3 授業訪問の権利の利用の重要性と頻度
6. 5. 4 学級父母会における参加の高さ，ならびに不参加の理由
6. 5. 5 学校父母会に関する意見
6. 5. 6 参加における生徒の活動，ならびに生徒代表の立場に関する結果














調査は，ノルトライン@ヴェストファーレン州において， 280人の校長， 560人の教員， 1450人の
父母，そして 650人の生徒を対象にして， 7つの学校形態(基礎学校，基幹学校，実科学校，ギム
ナジウム，総合指IJ学校，職業教育の学校，特殊学校〉に分けて行われた (3)。







①参加可能性の活用 (6. 2) (4) 
②学校会議の有効性 (6. 5. 1) (5) 




















という 6つの選択肢から 2つを選ぶことが，それぞれ求められた。この結果を示したのが表 1(7) 
である口
表 1 父母による参加可能性の利用度(%)
基礎学校 基幹学校 実科学校 ギムナ7ウム 総合f!jリ判交 似事矯の 特殊学校 メe学校
N 1 ~ 1 I 76 1 8 8 2 2 ~) 222 98 1 4 ~ 1 1 98 
1) -!-j-;Iこ参)JI はし、 1) 9 .1 5 ~ 6 1) s 4 8 3 s 54 4 7 
万Jfi出!:を平lfi
している いいえ 5 1 J J 5 <1 51} 5 ') 6/} ~ 6 53 
2) !分に不明日して a) 50 11 35 30 3 1 3戸戸3 6 1 4 5 
L 、な~¥El!tl 
tJ) 1 8 1 9 29 37 28 22 1 3 2 5 
50 52 I} () 3 9 I} 3 5 1 5 () 1 7 
(1) 9 6 I 2 1 3 j 5 3 1 7 11 
e) 6 6 8 8 j 4 8 





























いて，平均して 9害1]の父母が， a) 1ひじように，および相当あてはまるJおよび， b) 川、くぶ
んあてはまる」と評価している。これに対して a) rひじように，および相当あてはまるJおよび，
b) rし、くぶんあてはまるJと評価している教員は， 3分の 2しかいなし 1。また 12.教員，父
母，生徒は彼らの観点、から学校の決定に対して影響を行使することができるので学校会議によって
学校の決定はより適切に行われ得るJにおいても，平均して 9割の父母が， a) 1ひじように，お
よび相当あてはまるJおよび， b) 九1くぶんあてはまる」と評価しているのに対して，教員はや







b) C l '¥くぶんあてはまるJと評価している父母が半数，また，教員においても半数いるというこ




けなすぎるJにおいては，父母の 3分の lが， a) rひじように，および棺当あてはまるJおよび，





/';;ー トナー シップ的な協力が強まるj において， 9割以上の父母が，また教員においてもヰ分の 3




員もその 3分の 2が， a) rひじように，および椙当あてはまる」および， b) iし1くぶんあては
まるj と評価しており r学校会議Jでは教員の主導権が強いことをうかがわせている。
さらに r3. 学校会議の会議に十分に心構えをし自分自身の意見を形成するうえで，審議資
料はしばしば十分ではなしリにおいて， 4分の 3の教員が， c) rあまり，および全くあてはまら

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































て必要な情報の獲得とは釣り合わないJという意見に対して，平均して約 3分の 2の父母が， a) 
「ひじように，および相当あてはまるJおよび， b) I~\ くぶんあてはまる J に属している。これ
によって，父母は専門的な問題については教員にまかせており，父母は口をさしはさむ必要はない
と考えていることがわかる。また，校長および職員は，この意見に対して，平均して4分の 3が，




3が， a) 1ひじように，および相当あてはまる」および， b) I~\ くぶんあてはまる J に属して
おり，父母の要求とは食い違っていることが明らかとなっている。
続いて 13.学級における将来の授業活動について教員によって'情報を与えられているJにお
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(8)報告書のTabeIIe1より作成。
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